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、

庁舎前に一足早い竹節 Dを出して事前宣伝につとめるとして
います。

期間中の行事も準辞書中で、初日こ竹飾りコンクーJレ、 5 日
の日臨墨田にはミス七夕の市中パレードと昼夜 2 回の演芸大会
をはじめ、混濁中連日、米軍主軍楽重量・海と白鶴隊・横浜市消
訪 e 神奈川県事事各ブラスパンドの演奏行進を予定、客足をわ
かす計磁です。昨年のミス七夕は、松寸守主主題霊倍償千恵子ざ
ん。ことしも朽、竹のスターを交渉しています。

昨年滝口カバン店が、 4 年連続で特選をさらって話題をま
いた竹節担コンクーんは、反面出品点数の下向をみせて残念
がられました。ことしは、平塚七夕まつりの名にかけてもハ
イセンス宜竹節りが多数コンクーんに参加して、遠来の客の
期待にこたえるよう車買ってやみません。毎年問題となって君

た耳目隠中の交遜制限は、土曜ー日露を中心に、異常主主人出を

認めたと宮に、臨機東海還をストヨワρし自動車を国道う回線

にまわナという前年なみの措穏をとりますが、思王室う回線馬
入崇護小前聞の片側鱗装と海岸南{中線〈中央通り〉郵便回崇
警小額の全面舗装が完成しているため、情勢としてはずっと
明るくなっています。七夕まつむ実行委交通斑は、平塚警察

署交通係、交通安全協会、ボーイスカウト各聞の協力を得
て、スムーズ本交通を磁保するとし、馬入国遭う回線松農望小
入口・思遂平塚八王子線新庁舎前回崇警小西側かど東海道大
磯寄り柳町交醤前の 4 か所に溺題中常置の自動車交通案内所
を設ける予定です。駐車場は前記国道う回線鰭入崇護小閣の

片側 f沢構神社前交髭点を除く〉全部と、海岸南仲線郵便周
崇警部，1'題片側全部九祭警小佼露を予定し交渉中ですe
臨時電車の題発主主ど、七夕まつりを訪れる多数の乗降客を
さばく平家駅は、混雑緩和策のひとつとして、釈内の一方通
行を行なうことをきめ、次のとおり選知してきました。
重欝ーフ吉通行を行君主う期間・① 7 月 48 (土) 13時一22時、②
7 J3 5 日(8) 11時一22持、他の日でも臣話機奨施。際交通部j

阪は e 平塚駅表口のみ乗車専用とし、南口、大高菌室寄りのま草ロ

いずれも降車専用とナる、というもの。

ﾗ 
あと、七夕まつり成否のかぎは、街頭をいろとる竹宮市引こ
かけられたといえます。

欝今月 Sページ嬢
③ページ e 新公害防止条例、
人口の実態言語査、鼠保 100
%納税など、

@パージ・よい青少年第 l 次
表彰、翠火リレー隊員意ま
る、福祉均金の所得状況
窟。

、農地からの砂

花zkに新住居
表示、新会民重富長、西部土

地敬良の新総代、街業統計
調査・プール開場主主ど。

⑥ページ・教育施設獲僚の近
況、五輪マークの乱用防
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頭、予防接種目程、市民総
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力暴ょとなど。
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公害防止の規制拡大
く 2)第 152 号〈第 3 種郵便物認可〕-:::> 

蕗ヱ課能率処理にパトロール
神奈川県は、公害喜多発の最近の傾向に対応するため、従来の事業場公筈防止条例を全面的
に改正、公害の発生を事前に訪止する体制の装備と、公害発生後における行政措霞の効力の
務保をねらった「公害防止に関する条例J を新たに摺j定、これを 6 月 1 日から実施にうつし
ました。 ζの改正条例は、①規制対象の拡大、②公害処理のスピ ドアップ⑤機械の新設増
設愛車および新規な作業開始等に対する許可制の主宰F司、④公害発生後の行政措閣の強化とこ
れに瀦ナる知事の権限の拡大などを脅子とナるもので、公害防止総額は、とれによってあた
らしい局面を迎えるものとみられます。市商工諜は、改正条例の発効を機会に、 6 月 1 日か
ら渡辺鶴ヱ課長を班長とする公筈対策五圧を編成、公害パトロールを開始しました。

重量貸付対象・ 1 'F-以上市内に事業所をもち現
に営業している中小企業者で、市税を完約
している者@

臨書寄付限E置・ 1 企業につき 70万円以内。
鰯貸付利車・日書 2銭 3 康

鶴貸付期罪ij. 6 カ月以内

豊富料用方法・市町議工諜て'発行する中小企業
金融対策資金融資依頼蓄をそえて、平塚信
用金康か湘南信用組骨iこ申し込めばよい。

市は、中小企業信用保証料の S 分の 2 を補劫
する制度も行なっている。保証料を払い込ん
だ日から 25 日以内に、金融機翻か保証協会平

塚主所を絞出して手続きが必要。補助対車は
}阜市町中小企業金融に関する保証料に限る。

六
月
一
白
か
ら
発
行
し
た
、
公
審
筋

商
工
課
は
次

ざ
す
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
病
院
、

学
校
、
研
究
所
、
公
衆
浴
場
、
建
設

中
の
工
事
現
場
主
ど
磁
一
時
的
意
施
設

門
商
工
課
一
日
神
奈
川
県
は
、
昭
和
二
一
に
至
る
ま
で
、
と
の
条
例
に
よ
る
規

十
七
年
以
来
、
神
奈
川
祭
事
業
場
公
一
制
の
対
象
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
夜
連

害
防
止
条
例
に
よ
っ
て
公
害
の
処
壊
一
機
関
樹
、
様
車
場
等
に
つ
い
て
は
今
後

を
行
怠
っ
て
き
て
い
た
が
、
最
近
の
一
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

公
害
事
発
の
傾
向
と
、
公
審
問
題
の
一
②
会
響
の
穣
類
・
旧
条
例
で
は
守
騒
音
、

解
決
に
は
長
草
月
を
嬰
す
る
も
の
が
一
振
動
、
前
向
夜
、
ば
い
媛
、
粉
じ
ん
、

少
な
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
条
例
の
←
ガ
ス
を
明
記
し
て
い
た
が
、
新
条
例

全
商
改
正
を
行
怠
っ
て
情
勢
に
対
応
一
で
は
、
工
場
事
業
壌
か
ら
排
水
さ
れ

す
る
怒
勢
を
と
っ
た
も
の
だ
。
一
る
水
を
「
汚
水
」
と
「
廃
液
」
に
区

あ
ら
た
に
制
定
し
た
「
公
害
の
防
一
別
し
て
扱
う

ζ
と
に
し
た
ほ
か
、
新

止
に
関
す
る
条
例
会
ハ
月
}
臼
発
一
た
に
「
臭
気
」
が
加
え
ら
れ
た
。

効
〉
」
は
、
公
害
の
事
郎
防
止
体
制
一
③
公
害
訴
定
の
促
進
・
従
東
神
奈
川
熊

と
公
害
処
現
に
対
す
る
行
政
措
置
の
一
事
業
場
公
害
容
資
委
員
会
に
は
か
つ

効
力
の
強
佑
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
お
一
て
公
害
の
認
定
を
行
な
っ
て
い
た
が

も
ま
改
正
点
は
次
の
六
点
で
あ
る
。
一
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る

一
一
規
制
対
象
・
工
掴
輔
の
ほ
か
一
般
事
業
一
た
め
、
知
事
が
規
郎
で
定
申
る
謀
議

場
も
柏
町
鋭
で
き
る
よ
う
対
象
を
拡
大
一
に
も
と
づ
い
て
公
害
の
認
定
と
処
還

し
た
。
あ
ら
た
に
対
象
と
な
っ
た
事
一
を
み
行
な
い
得
る
よ
う
改
正
し
た
。

業
場
は
、
工
場
以
外
の
社
会
的
、
経
一
④
機
械
、
作
業
に
対
す
る
許
可
搬
の
採

済
的
活
動
を
営
む
に
必
議
本
施
設
を
一
用

e
い
ま
ま
で
賭
け
山
田
制
だ
け
だ
っ

7fl の無制法簿相談は

七夕まつりのため、や

ナませていただ嘗ます
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ゲーム場!こ遊"学校静りの高校生!こも慈しかける…

ヘー

第20白青少年保護育成運動強調月間中の 5 月 2õ日、青少年問題協議会

の編成した愛のパトロ ル五圧が昼の街頭へくり出しましたロ平塚蓮華察署

の防犯少掠係、保護旬、周童委員福祉事務所員が隊員として加わり怠

学、怠業をして町に遊ぶ青少年を遺骨において指導を続けました。この

パトロールは今後もずっと続け青少恕を態い還の誘いから守る計溺でナ

(第 3 種郵便物認可〉台、咽コ沼和 39 年 6 月初日(3) 
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鈴木道明諸君

山田梅子さん

鈴木栄夫君

石 JII 久雄君主 熊沢やちよさん

芯村豊洋君

i応募芳湖官官官はがきを用い、草月30日までに市教育委員会社会教育
課へ応動コこと/1踊・氏名勝V雅号には本名を添え書きのこと/書
体は格審に限る/入選作は当紙上8fl号に発表・平塚市教軍事委員会

641 
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豊富 6 月 26 自(金) 油業協同組合 e 須

買公民蕗 馬入消紡第 5 分自庁そ

松原士民舘・タ鴻ヶ丘母子寮 0

5覇 6 Jl 27 自(土) 花木公民館・，t水

全館 海岸地区町会会館 a 豊原公民

館，諏訪町会館。

喜重時間・午前官時30分~午後 4 待。

養
護
課

で
警
告

お
d

、
珍

}
七
喝

醐
盟
産
課
は
「
焦
が
、
一
日
を
も
っ
て
相
撲
川
水
系
か
ら
の
砂
利
採
取
を
全
面
的
に
禁
止

し
た
た
め
、
一
部
時
者
の
聞
に
、
相
撲
川
川
付
近
の
一
般
民
有
地
か
ら
砂
利
刊
を
綴
ろ
う
と

ナ
る
裁
き
が
あ
る
。
胸
囲
地
か
ら
の
砂
利
採
取
は
、
周
辺

φ
農
地
に
麓
大
本
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
」
と
し
て
二
関
係
農
家
の
一
十
分
な
海
意
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

円
一
腫
麓
繰
回
農
地
か
ら
の
砂
利
採
取
一
許
可
が
必
要
と
な
る
の
で
、

は
、
開
辺
畿
地
に
彊
大
な
影
響
を
お
一
沿
岸
地
域
の
農
家
は
、
と

2

よ
ほ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め

v
一
点
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。

に
は
、
畿
地
訟
に
よ
る
農
地
の
転
用
問
一
、
農
地
か
ら
砂
利
を
取
る
は
あ
い

ハ
敏
称
絡
)

須
賀
公
民
館
長
藤
吉
よ
子
ハ
百
円
)

松
康
公
民
館
長
官
代
長
次
(
湾
)

富
士
見
公
民
認
長
大
谷
政
雄
ハ
再
)

活
水
公
民
館
長
名
倉
億
元
(
新
)

怨
公
虫
館
長
小
山
惑
浮
ハ
得
)

大
野
公
民
館
長
伊
藤
蘭
治
(
新
〉

神
田
公
民
同
開
長
茂
州
国
民
軍
(
百
円
)

城
島
公
民
館
長
山
梨
根
一
(
百
円
)

金
田
公
函
館
長
石
川
惣
一
(
再
)

土
決
公
民
館
長
山
田
金
蔵
(
再
〉

金
自
公
民
館
長
森
鐙
(
新
)

身
体
憶
窓
口
者
の
手
帳
更
新

し丸



を
つ
く
り
、
街
区
の
な
か
の
佳
麗
に
一

連
番
号
を
つ
け
た
も
の
で
、
街
区
と
住

居
に
つ
け
ら
れ
る
一
連
番
考
は
い
ず
れ

も
叡
よ
り
か
ら
起
こ
し
て
あ
り
、
わ
か

り
や
す1
笑
同
問
的
注
住
居
表
示
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
れ
に
よ
っ
て
平
探
街
平

替
地ε
呼
ば
れ
て
い
だ
お
宅
も
、
。
。

町
O
O
醤
ハ
街
区
番
号
)
O
O号
(
住

居
番
号
)
の
表
示
と
開
山
番
号
が
な
く
友

り
ま
す
。
こ
の
新
住
雇
護
戸
市
片
品
、
今
回

の
花
水
地
区
を
一
第
一
年
次
と
し
、
須
変

i

馬
入
、
新
宿i
富
士
箆
の
磁
で
昭
和

四
十
}
年
度
ま
で
に
市
街
地
全
域
に
実

路
す
る
計
留
で
ナ
。

ム
「
間
同
新
佳
日
間
表
示
の
実
施
対
象
と
な

っ
た
地
綴
は
、
い
ず
れ
も
新
陀
名
を
使

っ
て
い
た
の
で
、
陀
剛
聞
は
い
ま
ま
で
ど

お
り
の
も
の
を
使
い
こ
の
点
大
宮
窓
変

佑
は
お
古
ま
せ
ん
。
と
の
町
制
闘
の
な
か
一

に
街
騒
を
境
い
と
し
て
一
連
番
号
の
つ
…

い
た
街
区
が
霊
君
、
街
区
ど
と
に
さ
一

ら
に
住
居
に
約
ナ
る
一
連
番
号
が
つ
章
一

ま
し
た
。
街
区
蚕
辱
、
住
町
田
番
号
と
も
、
一

市
の
申
込
む
と
み
な
す
平
塚
駅
に
近
い
と
一

ζ
ろ
か
ら
番
号
一
を
起
こ
し
右
ま
わ

D

一

壱
展
開
剛
と
し
て
そ
れ
に
続
く
審
辱
を
打
一

ち
ま
し
た
。
桃
浜
町
一
番
一
号
と
い
っ
一

た
ら
、
税
反
陀
の
う
ち
一
番
駅
寄
り
の
一

街
区
の
釈
に
近
い
お
宅
と
し
て
ひ
ろ
え
一

ば
、
す
ぐ
見
つ
か
る
と
い
う
し
く
み
で
一
ず
つ
の
は
が
ぎ
を
送
り
ま
す
。
は
が
害

す
。
各
町
別
の
街
区
数
は
次
の
と
お
り
、
一
は
あ
た
ら
し
い
住
居
の
表
示
譲
号
を
、

桃
長
陀
ニ
ニ
十
四
街
区
、
南
城
ケ
丘
一
勤
務
先
、
学
校
、
知
人
本
ど
に
通
知
い

唾
十
九
街
区
、
黒
部
丘
・
一
一
一
十
街
区
、
一
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
ナ
。

護
平
e

二
十
五
倍
底
、
花
水
台
e
一
エ
一
新
住
居
官
官
示
番
号
の
実
施
に
と
も
な

十
九
宿
区
、
虹
ケ
浜
・
二
十
四
街
区
、
一
っ
て
、
市
の
伎
民
諸
問
、
盟
定
援
護
税
台

撫
子
原a
十
一
一
街
区
の
別
問
凶
参
照
)
一
帳
、
諜
説
台
授
、
名
寄
授
、
市
民
税
台

〉く
量覇戸籍はどう変わるか・臣官名のみ変
わむ地蓄は変寵されません。

醸出生死亡腐の場所の記載l立・新表
示番号で届け出されてもさしっか

えありません。
軍軍本籍地の置7名が変わったlまあい各
人に遜知があるのか・このことを
個人あてに通知することはありま
せん。

騒住民望書はどう変わるのか・住民票
の住所地は新番号に書古換えまナ

灘新制度実施後!日住所地の証明はど
こでだすか・市が無料で発行しま
す。

重量戸籍・俊民業以外の台帳[立変わら
ないのか・印鑑簿平外国人議録簿

をはじめ市役所にある各種の台緩
の住所地は際関jとして市で更正し

ます。

綴国保の保検証の住所玉置受も必要だ
と思うか・被保険者誌は市へお持
ちください。自分で訂正したり、
市の苫」正却のないものは無効とな
りまナからと主主憲ください。

鰯新築した盤輔の住居番号はどうな
るのか・建築申請を行なうと吉建
物新築1震を出し出入 D 口を明示し

た低盤[;gjを添えていただきます。

現地調査のDえ住居番号を定めま
す。

磁免許証の住態変査はどうするのか
・免許証の改訂などのおり関係宮
庁で佳話番号を変更します。自動 | 

車の登録についても同様に、援護 ; 

事務所で訂正します。

鐙不動産の表示関係はどう変わるの
fJ、・ごと地家屋など不動の表示につ

いては、いままでの陀名や学名に

変わって新しいlllJ名と了包を使い

地番のみ現在のもので表示するこ

とにな D ます。
欝登記所に対する表示変更の申請は
どのようになるか・土地建物の所
在表示については法務局で職種を

もって変援するのでその必要はあ

りません。ただ所有者の住所の変

更については各自に申請をしてい

ただくことになります。変更証明
書は市が無制交付します。土地家
震の所有証明や評価託明は新しい

表示によって発行されます。

・耳之

v 

一都市計画課のお答えー

記簿上の伎所は、新住所番号に変
更します、 ζれは個人または法人
からの申請にもとづいて行なうこ
とになるので新住鼠番号に変慶す

る申請の手続きをおとりください
磁霊堂記の住所変更登録税はやはりと
られるのか・免除されます。

昭和 39 年 6 JHO 日(5) 

新住居表示制度の14の質問に対し

て、都市計磁諜は次のとおり答えて
います。

花水の番地帯tl を蕗止

にねナ集
語ら。を

号車いわい
にとかか
、しりす

とたやこ
話新すと
閉鎖いに
く度、な

だで便る
さナいと

勺 Jif ぃ
ふえ

問、

…
…
西
部
土
地
改
良
川
一

門
須
賀
北
工
区M府
川
川
利
郎
、
石
川
一

m
・2
・
2
i
iい
か
ら
行
本
わ
れ
た
一
沼
和
二
十
九
革
九
月
一

荒
之
助
、
喜
劇
辰
五
郎
、
絵
本
中
宅
、
一
ぎ
た
臨
間
諜
湖
水
の
供
給
章
、
を
す
る
一
行
さ
れ
た
身
体
額
害
者
手
同
胞
は
、

高
弁
光
次
、
松
本
春
宮
、
大
場
兵
織
、
一
大
鶏
撲
な
陸
地
通
良
事
業
。
総
事
業
費
一
法
に
あ
わ
な
い
と
い
う
建
白
か
ら
、

江
成
藤
二
。
ハ
敬
称
略
口
一
五
億
四
千
六
百
万
円
。
栢
模
顧
市
磯
部
戸
新
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

7 

したらよいのか・住所表示変
更登記申請撃に、市長が発行した
住題審号決定通知書か同夜明墨書を

添付してお出しになればよい

日

BBS 還動一友だち活動ともいえ、
17~- 30才くらいまでの青少年努女が

対象。非行事誓少年、非行をする危険
のある少年たちの良い兄姉、あるい

は友だちとなって、少年の主主ちなお
るのを動ける活動です。



(6) 

平
塚
市
の
教
育
施
設
整
議
は
、
特
別
教
室
、
議
塗
の
新
設
、
者
利
校
舎
の

改
築
、
社
会
教
育
施
設
の
新
設
を
行
な
う
段
目
惜
に
あ
り
、
ぽ
ぽ
膿
翻
に
ナ

ナ
め
ら
れ
て
い
ま
ナ
。
昨
一
一
一
十
八
年
度
で
は
、
崇
警
小
、
大
野
小
・
大
洋

中
・
土
沢
中
西
授
の
被
害
容
儲
と
松
鼠
小
の
諸
撃
が
混
成
し
た
ほ
か
、
土

屋
幼
秤
醐
国
と
商
跨
公
民
館
の
新
設
、
見
的
合
体
育
館
の
第
三
間
関
工
事
な
ど

が
完
了
し
ま
し
た
。
続
く
現
一
一
一
十
九
年
度
で
は
、
旭
、
吉
沢
小
学
佼
の
老

朽
校
舎
の
改
索
、
巧
水
小
講
堂
離
体
育
館
・
神
田
公
民
館
の

新
設
、
審
白
野
・
江
陽
商
中
学
校
特
別
教
室
の
場
設
、
見
山
町

合
体
育
館
改
修
轄
編
第
四
期
工
事
な
ど
総
額
一
億
干
百
万
円

の
綴
橘
計
留
を
予
算
化
し
ま
し
た

台、昭和 39 年 8 月初毘

オ
り
ン
ピ
ッ
ク

の
準
備
対
策
協

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
準
備
対
策
は
、
①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
乱
聞
を
伝
え
密
解
と
開
力
を
求
め
る
と
し
、

協
議
会
ハ
関
係
各
省
庁
の
事
務
次
官
}
で
は
東
京
大
会
の
品
位
と
幡
戚
を
欝
つ
け
③
オ
ジ
ン
ピ
ッ
ク

7
1
グ
等
は
、
そ
の

構
成
)
は
、
東
京
大
会
の
由
明
日
切
迫
ー
と
る
、
②
之
の
使
用
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
管
理
者
で
あ
る
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

と
も
に
、
最
泣
、
五
輪
?
l
ク
等
の
乱
額
係
の
あ
る
活
動
に
限
定
さ
れ
、
い
か
露
会
の
承
認
志
し
に
使
用
し
な
い
よ
う

用
が
め
だ
っ
と
し
、
と
の
防
止
対
策
本
る
嶺
殺
を
と
わ
ず
濁
業
倒
的
に
使
う
強
ミ
ー
バ
究
て
い
ま
ナ
。

を
神
奈
川
県
教
青
蚕
員
会
を
通
り
て
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
い
る
。
⑦
麗
係
業
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
井
委
縮
対
策

通
知
し
て
哲
ま
し
た
。
間
対
策
協
議
会
界
を
は
じ
め
、
広
く
一
国
民
に
こ
の
趣
旨
協
議
会
か
ら
の
通
達
交
次
の
と
お
り
・

門
要
雷
同
五
輪
模
様
等
は
、
オ
リ
ン

ピ
ツ
ケ
憲
章
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

閣
綴
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
(
工

O

C
)
の
独
占
物
で
、
そ
の
管
抽
出
は
巨

本
オ
ワ
ン
ピ
ッ
ク
委(J
O
C
)に

雲
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
使
用
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
穴
八
誌
に
甥
係
あ

る
活
到
に
限
定
さ
れ
、
い
か
な
る
種

類
を
関
わ
ず
題
業
問
的
に
使
用
す
る

と
と
は
厳
禁
さ
れ
て
い
る
。

市
民
に
訪
止
訴
え
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
態
輩
が
国
際
法
共

の
条
約
で
な
く
、
国
内
法
で
も
使
国
間

線
制
を
し
て
い
志
い
た
め
、
営
利
判
事

業
に
使
用
ぎ
れ
る
ば
あ
い
が
多
く
、

東
京
大
会
の
閤
阿
倍
に
際
し
て
、
ま
す

ま
す
鴎
品
広
告
等
に
使
用
さ
れ
る
傾

向
が
た
か
ま
る
と
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
挙
制
服
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
の
品
位
と
様
泌
を
損

う
も
の
と
い
え
、
慈
徳
行
為
と
し
て

国
際
的
に
も
拡
削
刊
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
趣
旨

か
ら
援
だ
不
適
当
と
恩
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
適
切
な
か
っ
き
び
し
い

規
制
が
必
商
店
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
方
針
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
五
輪
模

様
等
の
乱
用
品
官
紡
止
ナ
る
。

①
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
は
使
用
品
柄

認
め
適
正
を
期
ナ
と
と
も
に
、
各
地

方
の
保
護
監
視
機
砲
の
務
織
と
活
簡

を
は
か
る
。
②
五
輪
模
横
等
の
乱
日
間

防
止
の
趣
旨
を
広
く
国
民
に
訴
え
、

と
く
に
関
係
業
界
に
対
し
て
は
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
の
承
認
な
し
に
五

輪
模
樺
等
を
同
組
問
し
な
い
よ
う
に
す
と
は
次
の
も
の
を
き
し
て
い
ま
ナ
。

る
た
め
の
搭
震
を
と
る
。
③
乱
用
防
①
五
輪

7
1ク
(
オ
ワ
ン
ピ
ッ
ク
m

誌
は
、
関
係
業
界
は
も
と
よ
り
悶
民
に
表
示
さ
れ
て
い
る
五
備
の
組
み
ム

の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
効
果
を
せ
ら
れ
た
輪
〉
、
②
オ
リ
ン
ピ
ツ
カ

あ
り
る
こ
と
は
で
嘗
な
い
。
こ
の
た
諮
(
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
た
は
オ
リ
り

め
の
当
面
の
対
策
と
し
て
、
ォ
リ
ン
ア
!
ド
の
名
林
)
、

ピ
ツ
ヶ
国
民
運
動
ぞ
通
じ
て
、
そ
の
③
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
標
語
「
よ
れ

盤
面
回
を
普
及
徹
底
す
る
。
ノ
\
よ
り
高
く
・
よ
り
強
く
一
な
ど

ﾗ
 

鶴開設瑚1.1 ・ 7 Yl 21 臼-

8 月 7 日の予定 (1 カ所 3

日間)麓開設条件①30
名くらいの子どもたちが

麹 7 月 18 臼~四日 /富士登山圏登山口業て守パス定員 140名先着順/
企費 700円盤応募 7 月訪日までに見附古体育館内大合本部へ/氏名・
年令・住所・勤務先明記のうえ蕗事のこと殿 7 月四日午龍 6 時農業金
轄で害加者打合せ/害加者全員出席のこと。鶴市教委主擢/平揖山岳
協会主管。

ある ζ と

立任Eがあること 瞳織
し込み，開設希望の方は

6 月 21 日までに平塚市国

産舘へ申込書を出してく
ださい。
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ど毛
の
非

少
行協

事 訪
業に止
言オ

調

き

め

る

，11111111111111111111111111111111111111111111 予酷辻麗謹由 111111111111111111111111111111111111111111111111111111"1111111111111111111111111111111111側側糊捌問問問問問鵬間側側削船問削問問削制問問
"1"， 刊町内…山山内岨山内J...."".川町山

レントゲン検診
うちで働いておられるため健重量診

断を受ける機会のない、おかあさん
方農家の人、腐の経営をしている人

まどを対象に、衛生課は、来尽レン
トゲン検診を巡回で行ないます。ボ

タン、ホックなどのない肌着なら着
たまま、ほんの 2~3 分で済みま
す。健康な家援に核結をしのび込ま

せないために、受診されるようおす
すめします。この検診で陰影などが

出たばあいは、保健所で無料で精強

検遊を受けるととができるなどの特

典があります。

豊富レントゲン車巡問自主量 ( 7 月中〕

〈午喜百 .)午後 >

88一大酉神社前・富士見公民主宮
9 回一患部遼送店前・羽衣町公国
10回一平塚青巣市場前・花水公箆館
138-泥水公園・築部1丘府111菓子Id
14日 上平塚集荷所前・大久保公扇
15臼ー農研内・明石町公霊童
16白一立野町公豊富ー審白神社
17日一虹ケ浜石弁食品店前・

海域ケ丘たつみや前

市民総合体湾大会・青年大会競技段穏

}7 月26Q 11) 岳富ヱ山

，エ野球諦1問 e 須賀球場・太:学中

グ ff� i監・見附台柔道場

F 剣 道・見附台剣道場

グ射 撃・平塚海民l

P 卓 球・平擦高校体官鉛

グ 体 技・見附合体育館

' ポグシジグ，見附合体育舶

g バスケットオ;-/レ

'1 m 1 n . ・見附台体育百1

8月 2ß 軟式叫球揮2 ，ヨ・須賀球場・太洋中

グ 段上主主技・江陰中グラソF 

H ツフトポール.，考浜高・港ノj、

' 軟式庭球・松氏コート

8 パν戸ポ吋レ・見附台体育館

o ξスケタトポmル

第 2 ß 不最高体育描I

8月 9 詞テ ニ ス・松風コ{ト

8月四日自 転 窓・平塚競輪場

2~ 7 f:lスキ m ・菅 平

必ず{髄症の混組問
レントゲン車 7jj8 日から巡毘

208一読松白星島車検査場
松風町松本理髪店前

※21 日以降の日程は 7 f'J号でお知

らせします。

閣時潟、午前は 9 時----11跨まで、午
後は 2 時30分~4 時30分まで。

"喝山内内旬、，'，句、内E・'1，'，'1，'〆"'.'w'.'ν》糾山旬、旬、'"'凶

日本脳炎の子紡
'豊富主主課は、 8 月 29白から希望者を

対象にヨ本脳炎の予防接種を巡回し
ます。この病気は、かかったらかな

らず後遺主主が残るといわれ、これを

るしかない

d二う、衛生諜でのぞんでいまず。 1 グ 15 臼 中在京公民館
麟対象兇・生後 6 カJヲからi涜10才ま j グ 羽田 花水公民館
での子会員 I 11 178 富士見公民豊富

磁料金無料でナ。 i グ 18 臼 気附台武道場
関接穣殴数・①初@.ことしはじめ I (第 2 厨〕
ての人は 2 間接重童、②追加、いま 7 月 8 回 全日小学校
までに受けたことのある人は 1国" 9 日 城島公民館
の接種でよい。グ 10白 金田公民館

緩巡窃倍程 I 11 118 油公民館
〔第 1 関 u 20 日 邸付公民館
6 月 29白金回小学校土震小学校| 民館
グ 30自 滅島公民館量豊田公民館|グ 215 須賀公箆重富 松原公民館
7 月 1 日 金田公民館関階公民館 I! 228 中原公演館
o 2 自治公民館 吉沢小学校 I " 23日花水公民館
u 13 日 間村公民館 !日間之宣言公|グ 24臼 富士見公民館

民館 ;グ 25回 児約台武道場
u 148 須賀公民館松原公民館 I 盛時間・午後 1 時30分~

3 時まで。

，，'0/'州、>""";'"'， '11'''守戸川町内向、'\，'， '\".'V山崎山内

ほうそうも巡回中
つぎの赤ちゃんを対象にほうそう
の緩種を行ないました。判定臼は次
のとおりでナからお忘れなく。

9 月 1 8-3百年 Z

題量判定巡題回程…..

" 168 壁間公民館中原公民館
o 17臼 !日四之宮公民館

グ 18日花水会箆館

グ 198 須賀公民館
Q 208 見附台武退場

田村公民館

霊童時間午後 1 時30分から 3 時まで

資少年を

明るくましく
荘まやi勾を楽しむシーズン、青

少年が、 ζのE室を健康にすごす

よう、地塚の人が心をあわせ、
青少年iこ手をかそう い

〔平塚市驚少年隠題協議会〕

させるために…スポーツ精神をたかめ、健康と記録の向上金めざそう
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